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フレイル予防の必要性

フレイルに陥った高齢者を早期に発見し、適切に介入をはか

ることにより、生活機能の維持・向上を図ることが期待され

ているため

→東京大学高齢社会総合研究機構が2012年から千葉県柏

市で実施している「大規模長期縦断追跡健康調査（柏スタ

ディ）」の結果に基づき、開発されたのが「フレイルチェッ

ク」（住民主体で、身近な場で楽しく継続できる活動）



フレイルチェックの仕組み
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三浦市の事例：「超高齢化が先行して進む

地域において何が必要か」

平成26年当時、三浦市においては、市の介護予防事業以外に事業はほ

ぼなかった

→試験的に始めた三浦市社会福祉協議会（以下、三浦市社協）が行う

体操教室に、毎回大勢の高齢者が集まってくる

↓民生委員や老人クラブ等で直接宣伝する

徐々に口コミで、体操教室（名称をサロンに改め）が増えていく



地域住民の自分事として居場所が増えてい

く中で、担い手の育成（土台作り）

平成27年度から、三浦市社協が担い手「介護予防インストラター」の

育成を開始（市にある「介護予防サポーター」の応用編と位置づけ）

→初年度約50名誕生、その後2年で120名近くの人材を育成

↓

資格を活かせる場と合わせて、担い手のモチベーションを上げる仕掛

けが必要となる



神奈川県との連携：「CHO」や「未病」の

概念を三浦市の健康づくりに取り入れる

平成27年11月：神奈川県で推進しているＣＨＯ（健康管理最高責任

者）構想（企業や団体などが健康経営を進め、企業の労働生産性向上、

健康満足度、医療コスト削減といった経営指標を調和的に改善させる

ことにより、企業全体のパフォーマンスを向上し、その結果として企

業の経営価値向上に資する取組み）に賛同。

→三浦市社協の職員だけでなく、デイサービスの利用者やサロン参加

者へ拡大。それにより、地域包括ケアシステムの推進に大きく寄与す

るものと考えた（健康づくりのまちの理念）。



神奈川県との連携：「未病の改善」のため

の拠点を三浦市内に設ける

平成28年12月：神奈川県の健康拠点である「未病センター」の認証

：三浦市社協は行政区の3地区で認証（平成30年度完了）を受けたこ

とで、身近な地域での健康づくりへのフォローが可能となった。その

大きな武器は、「来所するセンター」ではなく「出張するセンター」

として、専門職（看護師、理学療法士）が派遣される形態である。

→定期的なフォローも可能となり、コロナ禍においてもその強みを如

何なく発揮することが出来た。現在においては、各地区のサロンを

「未病サロン」（約30カ所）と命名し、継続して出張している。



未病産業研究会に加盟：三浦市が社会実装

の場となり、新たなプログラムを生む
平成30年：サロンで使える新たな「筋トレ」が考案され、習慣化のた

めの日記「ロコミル手帳」も三浦版へ改良となる。



神奈川県のフレイル普及事業：フレイル

チェックが三浦市に導入される

平成29年9月：神奈川県のフレイルチェック普及事業を活用し、三浦

市がフレイルチェック事業に参加する

（市のバックアップを三浦市社協）

令和5年度からはサポーター中心のフレイルチェックを展開、市のイベ

ント（三浦市民まつり、三浦市民健康大学、市民活動デイにおいて周

知）へ積極的に参加→住民主体の活動を目指している

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

41件 158件 252件 102件 278件 303件



フレイル予防を神奈川県に普

及・啓発していくためには



令和3年
12月22日、

県と東京大学

高齢社会総合

研究機構と覚

書を締結

• ＜フレイル関連産業の創出・拡大及び未

病改善のためのフレイルチェックプログ

ラムの推進に関して＞

①未病産業研究会フレイル分科会を通じた

企業間連携の促進に関すること

②企業におけるフレイル関連製品・サービ

スの開発等に資する知見の提供に関するこ

と

③市町村におけるフレイルチェックプログ

ラムの推進に関すること

④フレイルチェックデータ等を活用した効

果検証に関すること



本覚書の締結により

①民間企業のフレイル予防に資する取組成果

②自治体の介護保険制度を含む財源を活用した様々な健康づくり、介

護予防政策の効果

③地域生活者の「ウェルビーイング」の達成成果

の３つの取組について、官民が連携して総合的に評価する体制を構築

→フレイル事業を活性化させ、各地の高齢化する県民の日常生活向上

を図り、加えて医療・介護負担の低減を目指す



かながわ福祉サービス振興会の役割

（＋上級フレイルトレーナー）

• 神奈川県のフレイルチェック普及事業を受託

→県内13市町において、フレイルチェックが導入されており、その後

は継続のフォローも行っている

• これから立ち上がる新たなサイト「かながわフレイルナビ」

→フレイルチェックを行っている自治体の情報がタイムリーにUP

→自治体同士のつながりから、民間企業との新たな連携へ



フレイルチェック
ナビ（令和6年3
月予定）
＊第1次リリース
• 例えば、左記を通じてフレイル
チェック（簡易版）が受けられる

• 自治体での健康づくりのイベント
等の情報も定期的に更新される（見
える化）

→フレイル予防を地域住民へ普及・
啓発の促進と新たな民間企業との連
携を創出

「フレイル予防のためのプラット
ホームにしていきたい」（次のス
テージ）＊第2次リリース


